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陸域と比べ、海域には北海道沖に 3 点、釜石沖に 3
























































いては 12 本の光ファイバーすなわち 6 ファイバペア
（fp），⑥のシステムについては 10 本 5fp で構成され
ている。1fp は観測装置の制御と局間の通信に使用さ
図-3 S-net サブシステムの概要と海底ケーブル 
図-4. 海底地震津波計の外観と内部構造 






れ，残りの 5fp 乃至 4fp がデータ伝送に使われる。 
通信は波長分割多重伝送（WDM）方式により行う。
観測装置からのデータ通信については，1 波長 1fp で
陸上局とは 1 対 1 で対応しており，観測装置の伝送
部の障害は他に影響を与えないようになっている。 
























































































を採用することで，各観測装置を 1fp の 1 波長に対












































装置と約 800 km の海底ケーブルで構成
し観測装置を 30 km 間隔で配置するシ
ステム。海溝軸外側に設置する観測網に
ついては，観測装置を 60 km 間隔で配






34 cm，長さ 226 cm）に地震および津波
の観測装置１式を収容。重量約 650 kg，
最大使用水深 8000 m。 
消費電
力 







（株）製 JA5TYPEⅢA) 3 成分１式 
計測範囲±2 G の加速度計(日本航空電子
（株）製 JA5TYPEⅢA) 3 成分１式 
計測範囲±2 G の水晶振動式加速度計
(Quartz Seismic Sensors 社製周波数出力
型) 3 成分 1 式 
固有周期 15 Hz の速度計
（OYO-GEOSPACE 社製 OMNI-2400）3














SC-500，水深 20m 以浅に 2 重外装ケー
ブル，水深 2000 m 以浅に 1 重外装ケー
ブル，水深 2000 m 以深は無外装ケーブ













直流定電流給電 1.1 A 。 
データ
伝送方










水深 1500 m より浅い海域では，海底ケ
















































128 m（埋設）、水深 1466 m(埋設)、水深 2779 m
（海底面設置）におけるフィルター等の処理なし
の水圧記録 
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